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楚
辭
「
歌
」
と
「
誦
」
に
関
す
る
一
考
察�

二
九

は
じ
め
に　
問
題
の
所
在

　

楚
の
韻
文
集
で
あ
る
楚
辭
に
は
、「
歌
」・「
誦
」・「
謳
」・「
倡
」・「
少

歌
」
と
い
っ
た
様
々
な
口
誦
の
形
式
と
思
わ
れ
る
語
が
見
え
る
。
本

稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
「
声
音
を
用
い
て
韻
文
を
表
現
す
る
際
に
用
い

ら
れ
る
特
定
の
様
式
」
を
仮
に
「
ウ
タ
」
と
す
る
。

　

多
様
な
「
ウ
タ
」
が
含
ま
れ
る
文
献
は
、
漢
代
以
前
に
限
定
し
て

も
複
数
挙
が
る
。
例
え
ば
、『
詩
經
』
や
『
春
秋
左
氏
傳
』（
以
下
『
左

傳
』）
で
あ
る
。『
左
傳
』
に
は
「
ウ
タ
」
が
多
数
挿
入
さ
れ
る
ば
か

り
で
な
く
、や
は
り
「
歌
」・「
誦
」・「
謳
」
の
よ
う
な
複
数
の
「
ウ
タ
」

が
散
見
さ
れ
る
。
こ
こ
に
歴
史
的
叙
述
を
主
体
と
す
る
文
献
に
お
い

て
「
ウ
タ
」
が
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
か
と
い
う
問
題
も
浮
上
す
る
。

　

更
に
、『
荀
子
』「
賦
篇
」
も
こ
の
問
題
の
考
究
に
は
必
須
と
思
わ

れ
る
。『
荀
子
』
に
お
け
る
「
賦
篇
」
の
意
味
や
、
な
ぜ
「
少
歌
」

を
有
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
も
、
先
述
の
「「
ウ
タ
」
が
如
何
な
る

意
義
を
持
つ
か
」
と
い
う
問
題
の
考
究
と
い
う
目
的
に
照
ら
せ
ば
無

視
出
来
な
い
。

　

こ
の
前
提
に
立
て
ば
、
中
国
古
代
の
人
々
は
、
韻
文
の
内
容
の
み

な
ら
ず
「
ウ
タ
」
そ
の
も
の
に
も
何
ら
か
の
効
果
を
見
出
し
た
は
ず

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
ウ
タ
」
が
う
た
わ
れ
る
こ
と
自
体
に
何

ら
か
の
意
義
を
認
め
た
は
ず
で
あ
る
。

　

で
は
、古
代
中
国
（
本
稿
で
は
前
漢
以
前
を
指
す
）
に
お
い
て
「
ウ

タ
」
は
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
の
か
。
テ
キ
ス
ト
上
に
残
さ
れ
た
多

様
な
「
ウ
タ
」
は
、
如
何
な
る
意
識
の
も
と
に
う
た
わ
れ
た
の
か
。

少
な
く
と
も
、
こ
の
問
題
が
言
及
さ
れ
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い

状
況
と
思
わ
れ
る
。

　

右
の
問
題
意
識
か
ら
、
今
回
は
多
様
な
「
ウ
タ
」
と
し
て
の
韻
文

の
典
型
と
し
て
楚
辭
に
題
材
を
採
る
。
そ
の
中
で
も
、
楚
辭
に
見
え

楚
辭
「
歌
」
と
「
誦
」
に
関
す
る
一
考
察

―
楚
辭
に
お
け
る
「
ウ
タ
」
の
意
義
―

早　

田　

ひ　

か　

り
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十
四
輯�

三
〇

る
「
ウ
タ
」
の
様
相
と
意
義
を
論
じ
る
第
一
歩
と
し
て
、「
歌
」
及

び
「
誦
」
を
中
心
に
論
じ
る
。

　

楚
辭
本
文
の
底
本
は
、『
屈
原
集
校
注
』（
金
開
誠 

董
洪
利 

高
路

明 

校
注　

中
華
書
局　

一
九
九
六
年
八
月
）
を
用
い
た（
１
）。

　
「
歌
」
は
、
楚
辭
に
最
も
頻
出
す
る
「
ウ
タ
」
で
あ
る
た
め
、
楚

辭
に
お
け
る
「
ウ
タ
」
の
梗
概
を
捉
え
る
為
に
は
「
歌
」
を
始
め
に

据
え
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
同
時
に
「
誦
」
を
挙
げ
た
の

は
、
後
述
『
漢
書
』
巻
三
十
「
藝
文
志
」
詩
賦
略
「
不
歌
而
誦
、
謂

之
賦
」
に
基
づ
く
。
始
め
に
、
こ
の
記
述
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一�

、『
漢
書
』
藝
文
志　

詩
賦
略
序　
「
不
歌
而
誦
、

謂
之
賦
」

凡
詩
賦
百
六
家
、
千
三
百
一
十
八
篇
。

傳
曰
、
不
歌
而
誦
、
謂
之
賦
。
登
髙
能
賦
、
可
以
爲
大
夫
言（
２
）。

凡
そ
詩
賦
百
六
家
、
千
三
百
一
十
八
篇
あ
り
。

傳
に
曰
は
く
、
歌
は
ず
し
て
誦
す
、
之
を
賦
と
謂
ふ
、
と
。
髙

き
に
登
り
て
能
く
賦
す
る
は
、
以
て
大
夫
の
言
と
爲
す
べ
し
。

　　
「
不
歌
而
誦
」
つ
ま
り
「
歌
で
は
な
く
、
誦
す
」
に
は
、
作
品
に

は
相
応
し
い
「
ウ
タ
」
が
あ
る
と
の
視
点
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て

「
賦
」の
筆
頭
に
は
、他
で
も
な
い
楚
辭（
屈
原
賦
）が
置
か
れ
る
。従
っ

て
、『
漢
書
』
藝
文
志
に
よ
れ
ば
「
屈
原
賦
」
は
「
誦
」
と
い
う
「
ウ

タ
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
べ
き
作
品
な
の
で
あ
る
。

　
「
屈
原
賦
二
十
五
篇
」
に
は
、
当
然
な
が
ら
「
九
歌
」
や
「
九
章
」

も
含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
九
歌
」
の
よ
う
に
「
歌
」
と
い
う
形

式
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
作
で
あ
っ
て
も
、
漢
代
に
は
「
誦
」
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
「
賦
」
と
い
う
語
は
、
楚
辭
に
お
い
て
は
「
九
章
」
に
わ
ず
か
に

見
え
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
清
代
の
学
者
戴
震
が
『
屈
原
賦
注
』
自

序
に
て
「
漢
初
、
傳
其
書
不
名
楚
辭
（
漢
の
初
め
、
其
の
書
を
傳
ふ

る
に
楚
辭
と
名
づ
け
ず
）」
と
い
う
よ
う
に
、
楚
辭
自
体
は
決
し
て

自
ら
を
「
賦
」
と
称
し
て
は
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
詩
賦
略

で
楚
辭
を
「
賦
」
の
代
表
と
し
た
の
は
、
何
ら
か
の
判
断
が
為
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず

想
起
さ
れ
る
の
は
、
漢
代
辞
賦
か
ら
遡
源
し
て
楚
辭
を
「
賦
首
」
と

見
做
そ
う
と
す
る
意
識
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
学
の
歴
史
性
に
対
す
る

認
識
の
高
潮
が
「
系
譜
」
的
淵
源
を
慫
慂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

句
形
の
相
似
や
「
兮
」
字
使
用
と
い
っ
た
外
形
か
ら
見
て
も
納
得
を

得
や
す
い
議
論
で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
強
い
連
関
性

が
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
発
想
上
に
お
い
て
も
ま
た
、
楚
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楚
辭
「
歌
」
と
「
誦
」
に
関
す
る
一
考
察�

三
一

辭
と
辞
賦
と
に
通
底
す
る
要
素
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
関
し
て
は
、
こ
の
直
後
の
記
述
が
手
掛
か
り
と
な
る
。

古
者
諸
侯
卿
大
夫
交
接
鄰
國
、
以
微
言
相
感
、
當
揖
讓
之
時
、

必
稱
詩
以
諭
其
志
、
蓋
以
別
賢
不
肖
而
觀
盛
衰
焉
。
故
孔
子
曰

不
學
詩
無
以
言
也
。
春
秋
之
後
、
周
道
𥧲
壞
、
聘
問
歌
詠
不
行

於
列
國
、
學
詩
之
士
逸
在
布
衣
、
而
賢
人
失
志
之
賦
作
矣
。
大

儒
孫
卿
及
楚
臣
屈
原
離
讒
憂
國
、
皆
作
賦
以
風
。
咸
有
惻
隱
古

詩
之
義
。
其
後
宋
玉
・
唐
勒
・
漢
興
司
馬
相
如
・
枚
乘
及
楊
子

雲
競
爲
侈
麗
閎
衍
之
詞
。
沒
其
風
諭
之
義
。
是
以
楊
子
雲
悔
之

曰
、
詩
人
之
賦
麗
以
則
、
辭
人
之
賦
麗
以
淫
。
辭
人
後
代
爲
文

辭
之
人
。
如
孔
氏
之
門
人
用
賦
也
、則
賈
誼
登
堂
相
如
入
室
矣
。

如
其
不
用
何
。
自
孝
武
立
樂
府
而
采
歌
謡
、於
是
有
代
趙
之
謳
・

秦
楚
之
風
、
皆
感
於
哀
樂
、
緣
事
而
發
、
亦
可
以
觀
風
俗
、
知

薄
厚
云
。

古
者
の
諸
侯 

卿
大
夫
鄰
國
に
交
接
す
る
に
、
微
言
を
以
て
相

感
じ
、
揖
讓
の
時
に
當
り
、
必
ず
詩
と
稱
し
て
以
て
其
の
志
を

諭
ふ
る
は
、蓋
し
別
賢
の
不
肖
な
る
を
以
て
盛
衰
を
觀
る
な
り
。

故
に
孔
子
曰
は
く
、
詩
を
學
ば
ず
ん
ば
以
て
言
ふ
無
き
な
り
、

と
。
春
秋
の
後
、
周
道
𥧲
よ
う
やく

壞
れ
、
聘
問
歌
詠 

列
國
に
行
は

れ
ず
、
詩
を
學
ぶ
の
士 

逸
し
て
布
衣
に
在
り
て
、
賢
人
失
志

の
賦 

作
せ
り
。
大
儒
孫
卿
及
び
楚
臣
屈
原
の
離
讒
憂
國
は
、

皆
賦
を
作
り
て
以
て
風
す
。
咸み
な

惻
隱
古
詩
の
義
有
り
。
其
の
後

宋
玉
・
唐
勒
・
漢
興
の
司
馬
相
如
・
枚
乘
及
び
楊
子
雲
競
ひ
て

侈
麗
閎
衍
の
詞
を
爲
る
。
其
の
風
諭
の
義
を
沒
す
。
是
を
以
て

楊
子
雲 

之
を
悔
い
て
曰
は
く
、
詩
人
の
賦
は
麗
な
る
に
則
を

以
て
し
、
辭
人
の
賦
は
麗
な
る
に
淫
を
以
て
す
。
辭
人
は
後
代 

文
辭
の
人
と
爲
る
は
、
孔
氏
の
門
人 

賦
を
用
ふ
る
や
、
賈
誼

の
堂
に
登
り
、
相
如
の
室
に
入
る
に
則
る
が
如
き
な
り
。
其
の

用
ひ
ざ
る
を
如
何
せ
ん
、
と
。
孝
武
自
り
樂
府
を
立
て
て
歌
謡

を
采
り
、
是
に
於
て
代
趙
の
謳
・
秦
楚
の
風
有
り
て
、
皆
哀
樂

に
感
じ
、
事
に
緣
り
て
發
す
る
も
、
亦
た
以
て
風
俗
を
觀
、
薄

厚
を
知
る
べ
し
と
云
ふ
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「（
代
趙
之
）
謳
」
及
び
「（
秦
楚
之
）
風
」
こ

そ
楚
辭
か
ら
辞
賦
に
至
る
ま
で
の
発
想
上
の
連
関
で
あ
る
。「
風
」

に
関
し
て
は
、『
詩
（
經
）』
の
六
義
に
お
け
る
「
風
」
も
あ
わ
せ
て

体
系
化
さ
れ
る
が
、「
諷
喩
」と
解
せ
ば
一
応
の
理
解
は
出
来
る
。『
詩

（
經
）』
の
楚
辭
へ
の
影
響
の
有
無
に
つ
い
て
は
数
々
の
議
論
が
成
さ

れ
た
が
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
深
く
は
言
及
し
な
い
。

　

こ
こ
で
一
つ
の
見
解
と
し
て
、
折
口
信
夫
氏
の
知
見
を
示
す
。
折

口
は
、「
う
た
ふ
」
を
「
う
っ
た
ふ
（
訴
ふ
）」
の
意
と
し
た（
３
）。

本
論
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三
二

で
は
、
勿
論
歌
（gē

）
を
「
ウ
タ
」
を
混
同
し
て
考
え
ん
と
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
は
「
ウ
タ
」
う
こ
と
の
訴
求
性
と
い

う
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。「
風
」
と
「
訴
」
と
は
、
他
者
へ
の
訴
求

と
い
う
意
に
お
い
て
は
極
め
て
近
似
し
た
概
念
で
あ
ろ
う
。
神
ひ
い

て
は
君
主
と
い
っ
た
高
位
の
存
在
へ
、
と
い
う
指
向
性
を
持
っ
た

「
訴
」
こ
そ
が
「
風
」
で
あ
る
。
古
代
中
国
に
お
け
る
「
ウ
タ
」
の

動
機
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、非
常
に
重
要
な
知
見
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、「
不
歌
而
誦
」
を
手
掛
か
り
に
楚
辭
と
「
ウ
タ
」
の

関
わ
り
を
考
察
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
漢
書
』
藝
文
志
に
お
け

る
楚
辭
は「
賦
首
」に
置
か
れ
る
作
で
あ
り
、「
誦
」さ
れ
る
作
で
あ
っ

た
。
こ
の
見
方
に
は
、
楚
辭
が
外
形
上
と
発
想
上
の
二
つ
の
面
で
漢

代
辞
賦
の
祖
と
な
っ
た
点
が
大
き
く
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
「
ウ
タ
」
に
は
「
風
」
が
本
旨
と
し
て
通
底
す
る
の

で
あ
る
。

　

続
い
て
、
楚
辭
に
見
え
る
「
ウ
タ
」
に
立
ち
戻
り
、
今
回
は
「
歌
」

と
「
誦
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
、
楚
辭
「
歌
」
に
つ
い
て

う
た
ふ
者
と
受
容
す
る
者
の
関
係
性
を
め
ぐ
っ
て

　

前
項
で
は
、
楚
辭
の
表
現
法
と
し
て
「
誦
」
が
示
さ
れ
た
。
し
か

し
、楚
辭
自
体
に
は
「
誦
」
と
い
う
表
現
法
は
少
な
く
、む
し
ろ
「
歌
」

と
称
す
る
場
合
が
多
い
。
よ
っ
て
、
楚
辭
に
お
け
る
「
ウ
タ
」
を
考

察
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
「
歌
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

楚
辭
に
お
け
る「
ウ
タ
」を
考
察
す
る
た
め
に
は
、藤
野
岩
友
氏『
巫

系
文
學
論
』
に
代
表
さ
れ
る
土
着
風
俗
や
古
代
信
仰
の
影
響
も
考
慮

す
べ
き（
４
）と

思
わ
れ
る
。
氏
は
、
楚
辭
発
生
当
時
に
は
楚
辭
発
生
当
時

の
、
い
わ
ば
古
代
論
理
に
基
づ
く
発
想
な
い
し
は
前
提
が
あ
っ
た
と

す
る
立
場
か
ら
、楚
辭
の
原
義
的
解
釈
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

楚
辭
の
「
歌
」
と
い
う
範
囲
に
限
っ
て
い
え
ば
、「
九
歌
」
に
代
表

さ
れ
る
古
代
祭
祀
に
お
け
る
「
歌
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
詳
し
く
は

後
述
す
る
が
、
こ
の
「
歌
」
に
は
後
に
「
天
問
」
等
の
諸
篇
に
発
展

す
る
神
人
問
答
の
型
が
認
め
ら
れ
る
。

　

確
か
に
古
代
信
仰
が
楚
辭
形
成
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
漢
代
以
降
に
も
通
底
す
る
普
遍
的
要
素
も
ま
た
、
楚

辭
に
は
内
包
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
「
賦
」
を
「
う
た
い
方
」
と
定
義
し
、
一
貫
し
た
理
論
で
捉
え
ん
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と
し
た
研
究
に
中
島
千
秋
氏
『
賦
の
成
立
と
展
開
』
が
あ
る（
５
）。

楚
辭

の
よ
う
な
、
後
世
に
至
る
ま
で
強
靱
と
も
言
う
べ
き
影
響
力
を
持
つ

作
で
あ
れ
ば
、
氏
の
よ
う
な
視
点
も
ま
た
併
せ
持
つ
べ
き
で
あ
ろ

う（
６
）。

　

従
っ
て
本
稿
で
は
、
民
俗
的
視
点
を
念
頭
に
置
き
、
前
掲
『
漢
書
』

の
記
述
に
ま
で
透
徹
し
得
る
要
素
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
い
う
立
場

を
採
り
た
い
。

　

ま
た
楚
辭
の
担
い
手
は
、
明
確
に
「
作
者
」
と
し
て
の
自
覚
を
持

つ
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
各
篇
題
が
冒
頭
句
か
ら
便
宜
的
に
附
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
点
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、『
詩
經
』
と

は
大
き
な
相
違
点
の
一
つ
で
も
あ
る
。
な
ら
ば
、
本
文
に
詠
み
込
ま

れ
る
「
ウ
タ
」
の
目
的
及
び
対
象
も
ま
た
、
少
な
か
ら
ず
意
識
し
た

に
違
い
な
い
。
筆
者
は
こ
こ
に
着
目
し
、
神
と
人
と
の
関
係
性
に
基

づ
き
楚
辭
の「
ウ
タ
」を
試
み
に
分
類
し
た
。
以
下
、順
に
詳
述
す
る
。

（
ⅰ
）
祭
祀
に
お
け
る
「
歌
」

　
　
　

神
と
人
、
そ
の
関
係
性
か
ら

　

ま
ず
「
九
歌
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
題
で
あ
る
「
九
歌
」
は
、
本

文
か
ら
採
ら
れ
た
題
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
祭
祀
の
た
め
の
こ
と
ば

の
集
合
が
、
明
確
に
「
歌
」
と
認
識
さ
れ
、
題
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
九
」
と
い
う
数
に
は
未
だ
定
説
は
無
い
も
の
の
、「
歌
」
と
い
う
の

型
こ
そ
が
、
祭
祀
と
親
和
性
の
高
い
型
で
あ
っ
た
点
は
押
さ
え
て
よ

か
ろ
う
。

　
「
九
歌
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
て
二
説
あ
る
。
民

間
の
祭
祀
歌
に
擬
作
し
た
説
と
、
も
と
の
祭
祀
歌
を
更
訂
し
た
説
と

で
あ
る
。
ま
た
成
立
の
時
期
も
、
放
逐
以
前
か
以
後
か
諸
家
に
よ
っ

て
説
が
分
れ
る
。
こ
の
成
立
時
期
や
背
景
は
、
本
稿
の
論
題
で
は
な

い
。
た
だ
し
、「
九
歌
」
の
目
的
及
び
意
義
に
は
、
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
る
。
王
逸
注
と
朱
熹
注
は
、
擬
作
か
更
訂
か
で
意
見
が
割
れ

る
も
の
の
、
本
旨
に
関
し
て
は
概
ね
同
一
の
見
解
を
示
す
。

其
祠
必
作
歌
樂
鼓
舞
、
以
樂
諸
神
。
…
…
上
陳
事
神
之
敬
、
下

見
已
之
冤
結
、
託
之
以
風
諫
。
故
其
文
意
不
同
章（
７
）。（

王
逸
注
）

其
の
祠
必
ず
歌
樂
鼓
舞
を
作
り
、
以
て
諸
神
を
樂
し
ま
し
む
。

…
…
上
に
神
に
事
ふ
る
の
敬
を
陳
べ
、
下
に
己
（
已
）
の
冤
結

を
見
し
、
之
に
託
す
る
に
風
諫
を
以
て
す
。
故
に
其
の
文
意 

章
に
同
じ
か
ら
ず
。

其
祀
必
使
巫
覡
作
樂
歌
舞
、
以
娛
神
。
…
…
因
彼
事
神
之
心
、

以
寄
吾
忠
君
愛
國
・
眷
戀
不
忘
之
意
、
是
以
其
言
雖
若
不
能
無

嫌
於
燕
昵
、
而
君
子
反
有
取
焉（
８
）。（

朱
熹
注
）

其
の
祀 
必
ず
巫
覡
を
し
て
樂
歌
舞
を
作
ら
し
め
、
以
て
神
を
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娯
し
ま
し
む
。
…
…
彼
の
神
に
事
ふ
る
の
心
に
因
り
て
、
以
て

吾
が
忠
君
愛
國
・
眷
戀
忘
れ
ざ
る
の
意
を
寄
す
。
是
を
以
て
其

の
言 
燕
昵
を
嫌
ふ
無
き
こ
と
能
は
ざ
る
が
若
し
と
雖
も
、
而

れ
ど
も
君
子 
反
り
て
取
る
有
る
な
り
。

　　

両
注
に
よ
れ
ば
、「
九
歌
」
は
「
神
に
事
ふ
る
心
」
に
仮
託
し
て

あ
る
本
旨
を
述
べ
た
作
と
言
え
る
。
そ
の
本
旨
と
は
、
王
逸
に
よ
れ

ば
「
己
之
冤
結
、
託
之
以
風
諫
」、
朱
熹
に
よ
れ
ば
「
忠
君
愛
國
・

眷
戀
不
忘
之
意
」
で
あ
る
。

本
祭
祀
侑
神
樂
歌
、
因
以
寓
其
忠
君
愛
國
・
眷
戀
不
忘
之
意
、

故
附
之
離
騷（
９
）。（

蔣
驥
『
山
帶
閣
註
楚
辭
』）

祭
祀
に
本
づ
き
て
神
に
樂
歌
を
侑す
す

め
、
因
り
て
以
て
其
の
忠
君

愛
國
・
眷
戀
し
て
忘
れ
ざ
る
の
意
を
寓
す
。
故
に
之
を
離
騷
に

附
す
。

九
歌
、
遷
於
江
南
所
作
也
。
昭
誠
敬
、
作
東
皇
太
一
。
懷
幽
思
、

作
雲
中
君
。
蓋
以
況
事
君
精
忠
也
。
致
怨
慕
、
作
湘
君
・
湘
夫

人
。
以
己
之
棄
於
人
、
世
猶
巫
之
致
神
而
神
不
顧
也
。（
後
略（
（1
（

）

（
戴
震
『
屈
原
賦
注
』）

九
歌
、
江
南
に
遷
り
て
作
り
し
所
な
り
。
誠
敬
を
昭
ら
か
に
せ

ん
と
し
て
、
東
皇
太
一
を
作
る
。
幽
思
を
懷
き
て
、
雲
中
君
を

作
る
。
蓋
し
以
て
君
に
事
ふ
る
こ
と
精
忠
な
る
を
況た
と

ふ
る
な

り
。
怨
慕
を
致
さ
ん
と
し
て
、
湘
君
・
湘
夫
人
を
作
る
。
以
て

己
の
人
に
棄
て
ら
る
る
こ
と
、
世
〻
猶
ほ
巫
の
神
に
致
せ
ど
も

神 

顧
み
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
。

　　

以
上
引
用
の
諸
注
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
や
は
り
神
に
饗
す
る

た
め
の
楽
歌
に
着
想
し
た
点
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
。
争
点
は
、「
忠

君
愛
国
の
含
意
が
あ
る
か
否
か
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
戴
震
な
ど
は

一
篇
一
篇
を
屈
原
の
悲
憤
と
丹
念
に
結
び
つ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
に

よ
れ
は
、
少
な
か
ら
ず
「
九
歌
」
を
「
離
騒
」
と
同
様
に
受
容
し
た

者
が
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う（
（1
（

。
換
言
す
れ
ば
、「
九
歌
」
と
「
離

騒
」
に
は
通
底
す
る
本
旨
が
あ
る
と
見
做
し
た
者
が
多
く
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
様
相
は
、『
山
帶
閣
註
楚
辭
』
に
最
も
簡
潔
に
見
え
る
。

ま
た
、「
九
歌
」
が
神
の
た
め
の
う
た
で
あ
り
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
だ
ろ
う
観
客
を
想
定
し
た
「
ウ
タ
」
で
は
な
い
点
も
押
さ
え
る

べ
き
で
あ
る
。

　
「
九
歌
」
本
文
に
読
み
込
ま
れ
る
「
ウ
タ
」
の
例
と
し
て
、
次
の

例
が
あ
る
。

　　

揚
枹
兮
拊
鼓
、　　
　
　
　

枹ば
ち

を
揚
げ
て
鼓
を
拊う

ち
、

029　早田ひかり氏.indd   34 2019/02/19   14:35:48



楚
辭
「
歌
」
と
「
誦
」
に
関
す
る
一
考
察�

三
五

　

疏
緩
節
兮
安
歌
、　　
　
　

節
を
疏
緩
に
し
て
安
か
に
歌
ひ
、　

　

陳
竿
瑟
兮
浩
倡
。　
　
　
　

竿
瑟
を
陳
ね
て
浩
く
倡う
た

ふ（
（1
（

。　

�

（
東
皇
太
一
）

　

成
禮
兮
會
鼓
、　　
　
　
　

禮
を
成
し
鼓
を
會う

ち
、

　

傳
芭
兮
代
舞
、　　
　
　
　

芭は

を
傳
へ
て
代
る
が
は
る
舞
ひ
、

　

姱
女
倡
兮
容
與
。　
　
　
　

姱
女
倡う
た

ふ
こ
と
容
與
た
り
。

�

（
禮
魂
）

　　

上
の
三
句
は
、儀
式
に
お
け
る「
樂
」の
描
写
で
あ
る
。
楚
辭
に
は
、

全
体
を
通
し
て
後
代
に
「
賦
」
に
発
展
す
る
「
敷
陳
」
の
意
識
が
あ

る
た
め（
（1
（

、
こ
こ
で
の
「
歌
」
は
、
次
句
「
倡
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
思
わ

れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
歌
」
は
形
式
と
し
て
の
「
歌
」
で
は

な
く
「
人
の
う
た
ご
え
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
楚
の
祭
祀
が
「
人

の
う
た
ご
え
」
を
必
須
と
し
た
点
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
詞
を
読
み

上
げ
る
だ
け
で
は
不
適
当
な
の
で
あ
る
。た
だ
し
こ
こ
で
の「
歌
」は
、

何
か
特
別
な
含
意
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
豪
奢
で
盛
大
な
祭
祀
の

描
写
の
一
環
と
い
う
程
度
に
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
本
文
の
調

子
か
ら
し
て
、
祭
祀
に
用
い
ら
れ
る
楽
器
や
み
め
良
い
さ
ま
と
同
格

に
扱
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
大
招
」
に
見
え
る
「
歌
」
も
同
様
で

あ
ろ
う（
（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
う
た
は
、
巫
に
よ
る
神
を
対
象
と
し
た
う
た
で
あ
る
。

「
九
歌
」
の
主
題
で
あ
る
神
と
人
と
の
悲
恋
を
、
懐
王
と
屈
原
と
の

関
係
性
に
重
ね
た
者
も
い
た
ろ
う
。
実
際
の
作
者
と
受
容
者
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。「
九
歌
」
を
実
演
す
る
「
巫
」
と
、奏
上
を
受
け
る
「
神
」

も
ま
た
、
接
点
は
あ
れ
ど
決
し
て
同
格
に
は
な
り
得
な
い
。
こ
の
圧

倒
的
な
身
分
差
を
前
に
し
て
な
お
、
こ
ち
ら
の
意
志
を
神
へ
と
伝
え

た
い
時
に
、「
歌
」
と
い
う
型
を
採
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
項
で
は
、
本
項
で
確
認
し
た
神
人
関
係
が
君
臣
関
係
に
援
用
さ

れ
る
例
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

（
ⅱ
）
引
用
さ
れ
る
「
歌
」

　
　
　

賢
人
と
君
主

　

本
項
で
は
、
前
項
で
提
示
し
た
神
人
関
係
に
お
け
る
「
ウ
タ
」
と

い
う
行
為
が
、
君
臣
関
係
に
お
い
て
も
見
ら
れ
な
い
か
確
認
す
る
。

当
然
な
が
ら
、懐
王
と
屈
原
の
関
係
性
も
こ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
そ
の
前
に
、
作
品
中
に
引
用
さ
れ
る
賢
人
た
ち
の
「
ウ
タ
」

に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

　
「
離
騒
」
と
「
天
問
」
に
も
「
九
歌
」
の
語
は
見
え
る
。

　

啓
九
辯
與
九
歌
兮
、　　
　

啓
に
九
辯
と
九
歌
と
あ
り
、

　

奏
九
歌
而
舞
韶
兮
、　　
　

九
歌
を
奏
し
て
韶
を
舞
ひ
、

�

（
離
騒
）
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啓
棘
賓
商
、
九
辯
九
歌
。　

�

啓 

棘ゆ
め

に
商て
ん

に
賓
し
、
九
辯
と
九
歌

と
あ
り
。

�

（
天
問
）

　

こ
こ
で
の
「
九
歌
」
は
、
前
節
の
楚
辭
「
九
歌
」
と
は
考
え
に
く

い
。
こ
の
「
九
歌
」
は
、
王
逸
以
来
舜
も
し
く
は
禹
の
楽
と
す
る
説

が
有
力
で
あ
る（
（1
（

。
つ
ま
り
、
後
掲
「
呂
望
」
や
「
甯
戚
」
と
同
様
に

古
代
の
故
事
を
引
用
し
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
王
逸
は
、
根
拠
と
し

て
『
左
氏
傳
』
を
引
く
。

　

左
氏
傳
曰
、〔
夏
書
曰
、
戒
之
用
休
、
董
之
用
威
、
勸
之
以
九
歌
、

勿
使
壞
。〕
九
功
之
德
、
皆
可
歌
也
。
謂
之
九
歌
。
六
府
三
事
、

謂
之
九
功
。
水
・
火
・
金
・
木
・
土
・
榖
、
謂
之
六
府
。
正
德

利
用
厚
生
、
謂
之
三
事
。〔
義
而
行
之
、
謂
之
德（
（1
（

禮（
（1
（

。〕

左
氏
傳
に
曰
は
く
、〔
夏
書
に
曰
は
く
、
之
を
戒
む
る
に
休

を
用
て
し
、
之
に
董た
た

す
に
威
を
用
て
し
、
之
に
勸
む
る
に

九
歌
を
以
て
し
、
壞
せ
し
む
る
こ
と
勿
か
れ
。〕
九
功
の
德
、

皆
歌
ふ
可
き
な
り
。
之
を
九
歌
と
謂
ふ
。
六
府
三
事
、
之
を

九
功
と
謂
ふ
。
水
・
火
・
金
・
木
・
土
・
榖
、
之
を
六
府
と

謂
ふ
。
正
德
・
利
用
・
厚
生
、
之
を
三
事
と
謂
ふ
。〔
義
に

し
て
之
を
行
ふ
、
之
を
德
禮
と
謂
ふ
。〕

　
『
左
氏
傳
』
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
九
歌
」
は
、「
歌
わ
れ
る
べ

き
九
つ
の
徳
」
と
な
る
。
古
の
聖
王
が
備
え
て
い
た
、
歌
わ
れ
る
べ

き
九
つ
の
徳
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
楚
辭
「
九
歌
」
の
よ
う
な
祭
祀

歌
と
は
言
い
難
い
。

　

で
は
、
二
つ
の
「
九
歌
」
に
通
底
す
る
要
素
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
前
出
の
神
と
人
の
よ
う
な
作
者
と
受
容
者
の
関
係
性
を
改

め
て
考
え
た
い
。
つ
ま
り
、
九
つ
の
徳
が
、
誰
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る

か
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
仮
に
「
歌
ふ
可
き
」
の
対
象
を
「
君
」、

歌
う
者
を
「
民
衆
」
と
捉
え
れ
ば
、
神
人
と
同
型
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、「
直
接
意
見
す
る
こ
と
の
叶
わ
な
い
相
手
に
対
し
、
自
志
を
申

し
上
げ
る
」
意
で
あ
る
。『
左
氏
傳
』
の
続
き
を
見
て
み
よ
う
。

　

無
禮
不
樂（
（1
（

所
、
由
叛
也
。
若
吾
子
之
德
、
莫
可
歌
也
。
其
誰
來

之
。
盍
使
睦
者
、
歌
吾
子
乎
。
宣
子
說
之
。

禮
無
き
は
楽
し
ま
ざ
る
所
に
し
て
、
由
り
て
叛
く
な
り
。
吾
が

子
の
德
、
歌
ふ
可
き
莫
き
が
若
き
な
り
。
其
れ
誰
か
之
に
來か
え

ら

ん
。
盍
ぞ
睦
せ
し
む
る
者
、
吾
が
子
を
歌
は
ざ
ら
ん
か
、
と
。

宣
子
之
を
説
ぶ
。

　　

こ
こ
で
の「
歌
」は
、明
ら
か
に
民
衆
に
よ
る
君
主
の
評
価
で
あ
る
。

「
歌
」と
い
う
形
式
を
択
べ
ば
、君
主
に
聞
き
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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続
い
て
、「
離
騒
」
に
登
場
す
る
甯
戚
の
歌
を
挙
げ
る
。
巫
咸
の

占
い
で
進
退
を
決
せ
ん
と
す
る
段
に
は
、
三
人
の
賢
人
が
優
れ
た
君

主
の
登
用
に
遭
っ
た
故
事
が
引
か
れ
る（
（1
（

。

　

説
操
築
於
傅
巖
兮
、　　
　

説 

築
を
傅
巖
に
操
れ
る
に
、

　

武
丁
用
而
不
疑
。　
　
　
　

武
丁 

用
ひ
て
疑
は
ず
。

　

呂
望
鼓
刀
兮
、　　
　
　
　

呂
望
の
刀
を
鼓
せ
る
、

　

遭
周
文
而
得
擧
。　
　
　
　

周
文
に
遭
ひ
て
擧
ぐ
る
を
得
。

　

甯
戚
之
謳
歌
兮
、　　
　
　

甯
戚
の
謳
歌
せ
る
、

　

齊
桓
聞
以
該
輔
。　
　
　
　

齊
の
桓
聞
き
て
輔
に
該そ
な

ふ
。

�
（
離
騒
）

　　

甯
戚
の
故
事
は
、『
淮
南
子
』
巻
十
二
「
道
應
訓（
（2
（

」・『
呂
氏
春
秋
』

巻
十
九
「
離
俗
覽
第
七（
（2
（

」
に
見
え
る
。「
九
章
」「
惜
往
日
」
に
「
甯

戚
歌
而
飯
牛
」
と
あ
る
よ
う
に
、
牛
に
飼
料
を
や
り
な
が
ら
歌
っ
て

い
た
の
を
、
た
ま
た
ま
通
り
が
か
っ
た
桓
公
が
聞
い
て
登
用
し
た
と

い
う
故
事
で
あ
る（
（2
（

。

　

甯
戚
の
歌
を
、『
淮
南
子
』
は
「
商
歌
」
と
し
て
い
る
。「
商
歌
」

と
言
え
ば
、人
に
自
ら
を
認
め
さ
せ
る
た
め
の
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
商
歌
」
の
相
手
は
君
主
で
あ
り
、
自
ら
は
家
畜
を
飼
う
者
す
な
わ

ち
卑
し
い
身
分
の
者
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
身
分
の
差
が
あ
れ
ば
、
対

話
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、こ
と
ば
の
集
合
が
「
歌
」

に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
対
象
に
強
い
訴
求
力
を
持
た
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　

つ
ま
り
斯
様
な
「
歌
」
は
、
現
状
を
変
え
う
る
強
大
な
力
を
持
つ

存
在
へ
、
通
ず
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
思
い
を
聞
き
届
け
さ
せ
る

た
め
の
「
歌
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
う
た
ふ
」
行
為
の
持
つ
こ
の

よ
う
な
本
旨
は
、
離
騒
の
本
旨
で
あ
る
懐
王
へ
の
悲
痛
な
訴
え
と
も

合
致
す
る
。
屈
原
自
ら
の
意
志
を
懐
王
に
示
す
た
め
の
補
強
と
し
て

こ
れ
ら
の
故
事
を
引
用
す
る
の
は
、
至
極
妥
当
か
つ
効
果
的
で
あ
ろ

う
。（

ⅲ
）
特
殊
な
関
係
下
の
「
歌
」

　
　
　

神
人
関
係
の
顛
倒

　

前
項
と
同
様
の
他
者
に
よ
る「
歌
」と
し
て
、「
漁
父
」の
歌
が
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
「
歌
」
に
お
け
る
二
者
の
関
係
性
は
、
こ
れ
ま
で
言

及
し
た
「
歌
」
の
そ
れ
と
は
些
か
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
よ
う
で
あ

る
。

　
　

漁
父
莞
爾
而
笑
、　　
　

漁
父 

莞
爾
と
し
て
笑
ひ
、
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鼓
枻
而
去
。　
　
　
　
　

枻
ふ
な
ば
たを

鼓
し
て
去
る
。

　
　

歌
曰
、　　
　
　
　
　
　

歌
ひ
て
曰
は
く
、

　
　

滄
浪
之
水
清
兮
、　　
　

滄
浪
の
水
清
ま
ば
、

　
　

可
以
濯
吾
纓
。　
　
　
　

以
て
吾
が
纓
を
濯
ふ
可
し
。

　
　

滄
浪
之
水
濁
兮
、　　
　

滄
浪
の
水
濁
ら
ば
、

　
　

可
以
濯
吾
足
。　
　
　
　

以
て
吾
が
足
を
濯
ふ
可
し
。

�

（
漁
父
）

　

漁
父
は
、
衰
落
し
た
屈
原
を
即
座
に
見
抜
く
神
眼
を
持
つ
者
で
は

あ
り
、
も
と
よ
り
た
だ
の
「
漁
父
」
で
は
な
い（
（2
（

。
相
譲
ら
な
い
問
答

と
も
の
別
れ
に
終
る
結
末
か
ら
し
て
、
両
者
は
ほ
ぼ
対
等
な
立
場
と

み
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
ウ
タ
」
の
よ
う
に
人

側
で
あ
る
屈
原
が
歌
う
の
で
は
な
く
、
神
秘
性
を
持
つ
漁
父
の
側
か

ら
歌
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
状
に
不
満
を
持
つ
者
が
、
そ

れ
を
変
え
う
る
存
在
で
あ
る
神
へ
自
ら
の
意
志
を
聞
き
届
け
さ
せ
る

た
め
に
歌
う
の
で
は
な
く
、
神
側
の
存
在
で
あ
る
漁
父
が
説
得
の
た

め
の
歌
を
う
た
う
の
で
あ
る
。こ
の
点
か
ら
し
て
も
、両
者
に「
九
歌
」

や
「
離
騒
」
に
見
え
る
よ
う
な
絶
対
的
な
立
場
の
差
が
存
在
す
る
と

は
思
い
難
い
。
む
し
ろ
神
の
ほ
う
か
ら
説
得
さ
れ
る
と
い
う
、
立
場

の
顛
倒
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

漁
父
の
「
歌
」
に
は
、
最
も
述
べ
る
べ
き
事
柄
を
、
作
品
の
極
ま

り
で
あ
る
最
終
部
に
「
歌
」
に
の
せ
て
訴
え
る
と
い
う
型
が
見
え

る
。
こ
の
型
は
、
前
出
「
離
騒
」
等
の
「
亂
」
や
「
小
歌
」
に
も
通

ず
る（
（2
（

。

　

第
一
節
で
は
、「
歌
」
と
い
う
楚
辭
の
表
現
法
の
一
に
つ
い
て
、

作
者
と
受
容
者
と
い
う
視
点
か
ら
三
種
に
分
類
し
て
論
じ
た
。
楚
辭

に
お
け
る
「
歌
」
は
、
本
来
神
に
民
の
意
志
を
訴
求
す
る
と
い
う
意

義
を
有
し
た
。
そ
れ
が
屈
原
の
悲
憤
と
結
び
つ
き
、
君
主
に
自
ら
の

意
志
を
訴
求
す
る
た
め
援
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
後
代
に
は
、
漁
父
の

よ
う
な
歌
う
者
と
聞
き
入
れ
る
者
と
の
顛
倒
を
も
見
ら
れ
た（
（2
（

。
こ
の

よ
う
な
変
遷
は
あ
れ
ど
、
そ
の
ま
ま
述
べ
る
だ
け
で
は
届
か
な
い
自

志
を
聞
き
入
れ
さ
せ
る
た
め
「
歌
」
を
用
い
た
点
は
共
通
す
る
。
つ

ま
り
、
自
ら
の
言
葉
に
よ
り
訴
求
力
を
持
た
せ
る
た
め
「
歌
」
う
の

で
あ
る
。

　

そ
し
て
楚
辭
そ
の
も
の
も
、
こ
の
意
義
の
も
と
で
う
た
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
な
い
か
。
つ
ま
り
、「
離
騒
」
に
は
じ
ま
る
楚
辭
諸
篇
が

う
た
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
訴
求
力
を
持
た
せ
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
う
た
い
方
こ
そ
が
「
誦
」
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
楚
辭
「
誦
」
に
つ
い
て

　

続
い
て
、
楚
辭
に
お
け
る
「
誦
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
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漢
代
に
至
っ
て
「
誦
」
こ
そ
が
楚
辭
の
表
現
法
と
さ
れ
た
の
は
、

既
に
指
摘
し
た
。
で
は
、
そ
の
要
因
は
楚
辭
自
体
に
求
め
得
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

楚
辭
の
篇
名
な
い
し
本
文
に
て
「
誦
」
と
い
う
箇
所
は
、
そ
れ
ほ

ど
多
く
は
な
い
。
わ
ず
か
に
「
九
章
」
の
「
惜
誦
」
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
楚
辭
全
体
の
傾
向
を
掴
む
の
は
極
め
て
困
難
で
あ

ろ
う
が
、今
回
は
一
先
ず
「
惜
誦
」
の
「
誦
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

ま
ず
、「
惜
誦
」
題
注
及
び
冒
頭
句
で
あ
る
「
惜
誦
以
致
愍
兮
」

に
お
け
る
「
誦
」
に
関
す
る
言
及
を
一
覧
し
た
い
。

惜
、
貪
也
。
誦
、
論
也
。
…
…
言
己
貪
忠
信
之
道
、
可
以
安
君
。

論
之
於
心
、
誦
之
於
口
、
至
於
身
以
疲
病
而
不
忘
。（『
楚
辭
章

句
』「
惜
誦
以
致
愍
兮
」
注
）

惜
は
、
貪
な
り
。
誦
は
、
論
な
り
。
…
…
言
ふ
こ
こ
ろ
は
己 

忠
信
の
道
を
貪
り
、
以
て
君
を
安
ん
ず
る
べ
し
。
之
を
心
に
論

じ
、
之
を
口
に
誦
し
、
身
疲
病
を
以
て
し
て
忘
れ
ざ
る
に
至
る
。

　

言
己
身
雖
疲
病
、
猶
發
憤
懣
、
作
此
辭
賦
、
陳
列
利
害
、
渫
己

情
思
、
以
風
諫
君
也
。（『
楚
辭
章
句
』「
發
憤
以
杼
情
」
注
）

言
ふ
こ
こ
ろ
は
己
が
身
疲
病
す
と
雖
ど
も
、猶
ほ
憤
懣
を
發
し
、

此
が
辭
賦
を
作
り
、
利
害
を
陳
列
し
、
己
が
情
思
を
渫
ひ
、
以

て
君
を
風
諫
す
る
な
り
。

誦
、
言
也
。

誦
は
、
言
な
り
。（『
楚
辭
集
注
』「
惜
誦
以
致
愍
兮
」
注
）

　
此
篇
全
用
賦
體
、
無
他
寄
託
、
其
言
明
切
、
最
爲
易
曉
。
而
其

言
作
忠
造
怨
、
遭
讒
畏
罪
之
意
、
曲
盡
彼
此
之
情
狀
。
爲
君
臣

者
、
皆
不
可
以
不
察
。（『
楚
辭
集
注
』「
惜
誦
」
題
注
）

此
の
篇 

全
て
賦
體
を
用
ひ
、
他
に
寄
託
す
る
無
く
、
其
の
言

明
切
に
し
て
、
最
も
曉
ら
か
に
し
易
し
と
爲
す
。
而
し
て
其

の
言 

忠
を
作
し
怨
み
を
造
り
、
讒
に
遭
ひ
罪
を
畏
る
る
の
意
、

彼
此
の
情
狀
を
曲
盡
す
。
君
臣
爲
る
者
、
皆
以
て
察
せ
ざ
る
可

か
ら
ず
。

誦
者
、言
前
事
之
稱
。惜
誦
、悼
惜
而
誦
言
之
也
。（『
屈
原
賦
注
』）

誦
と
は
、
前
事
を
言
ふ
の
稱
。
惜
誦
は
、
悼
惜
し
て
之
を
誦
言

す
る
な
り
。

　　

右
三
家
の
注
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
誦
」
は
「
誦
言
」
と
い
う

形
式
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
論
」
と
同
意
と
さ
れ
る
要
素
に
も

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
論
之
於
心
、
誦
之
於
口
」
と
い
う
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言
説
は
興
味
深
い
。
思
い
を
「
誦
」
に
よ
っ
て
表
現
す
る
と
い
う
発

想
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
「
作
此
辭
賦
、
陳
列
利
害
」
す

と
も
い
う
。
中
島
千
秋
氏
の
ほ
か
、
鈴
木
虎
雄
氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ

う
に（
（2
（

、
や
は
り
「
陳
列
（
中
島
氏
「
敷
陳
」）」
す
な
わ
ち
「
し
き
な

ら
べ
る
」
形
式
は
、「
賦
」
を
構
成
す
る
要
素
の
一
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

朱
熹
も
、「
惜
誦
」
題
注
に
お
い
て
「
用
賦
體
」
と
い
う
。
た
だ

し
朱
熹
は
、
往
々
に
し
て
楚
辭
を
詩
の
六
義
を
用
い
て
捉
え
ん
と
す

る
。
こ
れ
は
、「
離
騒
」
注
に
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、「
無
他
寄
託
、

其
言
明
切
」
な
形
式
は
、直
叙
法
で
あ
る
「
賦
」
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、「
惜
誦
」
と
は
「
賦
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
賦
」
は
『
詩

（
經
）』に
お
け
る「
賦
」と
同
質
と
見
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
詩（
經
）』

の
特
性
を
持
ち
込
ん
で
「
賦
」
を
解
す
る
と
い
う
点
で
は
、
先
述
の

藝
文
志
「
不
歌
而
誦
」
と
も
通
ず
る
。

　
「
惜
誦
」
の
「
誦
」
を
明
瞭
に
定
義
す
る
試
み
は
、
管
見
の
限
り

朱
熹
以
降
を
中
心
に
見
ら
れ
る
。
遊
國
恩
氏
や
聞
一
多
氏
は
、
複
数

の
根
拠
に
基
づ
い
た
上
で
独
自
の
見
解
を
示
す
。

　

又
按
《
説
文
》：″
誦
，
諷
也
。〟《
國
語
・
楚
語
》
云
：″
宴
居

有
工
師
之
誦
。〟
韋
昭
注
：″
誦
，
謂
箴
諫
也
。〟
惜
誦
就
是
好

諫
的
意
思
，（
王
逸
作
貧
論
，殊
覺
不
通
；
朱
子
謂
爲
愛
惜
其
言
，

更
不
成
話
。）（
遊
國
恩
『
楚
辭
概
論（
（2
（

』）

　

遊
國
恩
氏
に
よ
れ
ば
、惜
誦
に
は
強
く
諫
め
る
意
味
が
含
ま
れ
る
。

王
逸
の
「（
忠
信
の
道
を
）
貪
り
て
論
ず
」
も
し
く
は
朱
熹
の
「
そ

の
言
を
惜
し
む
」
の
よ
う
な
主
旨
よ
り
も
、「
諫
め
る
」
の
意
が
あ

る
と
し
た
ほ
う
が
よ
く
通
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
な
け
れ

ば
、「
誦
」
と
い
う
表
現
法
は
「
賦
」
と
結
び
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
聞
一
多
説
を
挙
げ
る
。

　

蔣
驥
讀
誦
爲
訟
，
近
是
。
…
…
訟
誦
古
字
通
。《
史
記
・
呂
太

后
本
紀
》″
未
敢
訟
言
誅
之
。〟《
漢
書
・
高
后
紀
》
作
誦
，
是

其
例
。（
聞
一
多
『
九
章
解
詁（
（2
（

』）

　　

右
に
引
用
さ
れ
る
蔣
驥
の
説
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

誦
、
増
韻
公
言
之
也
。
通
作
訟
。（
蔣
驥
『
山
帶
閣
註
楚
辭
』）

誦
は
、
増
韻
に
之
を
公
言
す
る
な
り
、
と
。
通
じ
て
訟
に
作
る
。

　　

聞
一
多
氏
は
、「
訟
」
の
意
を
取
る
。
こ
の
場
合
、「
公
に
の
べ
る
」

意
が
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
広
く
意
思
を
表
明
す
る
の
で
あ
る
。
引

用
『
史
記
』「
訟
言
誅
之
」
か
ら
は
、
遊
國
恩
説
「
諫
」
の
意
味
合

い
も
含
む
と
推
測
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
、「
惜
誦
」
特
に
「
誦
」
に
関
す
る
言
説
を
考
察
し
た
。
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ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
の
み
で
は
あ
る
が
、
楚
辭
の
「
誦
」
に
も
「
不

歌
而
誦
、
謂
之
賦
」
に
通
ず
る
見
方
が
多
分
に
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ

る
。「
誦
」
と
は
「
諷
」
す
な
わ
ち
「
賦
」
の
性
質
を
持
つ
「
ウ
タ
」

と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
前
節
「
歌
」
と
同
様
の
目
的
を

持
つ
発
語
法
と
見
做
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
「
ウ
タ
」
の
持
つ
「
た
だ
言
葉
を
述
べ
る
の
み

に
は
自
志
を
到
達
し
得
な
い
存
在
に
対
し
、
訴
求
力
を
持
た
せ
て
聞

き
届
け
さ
せ
る
」
と
い
う
意
義
は
、
楚
辭
の
本
旨
に
も
大
き
く
寄
与

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
ウ
タ
」
を
備
え
な
け
れ
ば

楚
辭
の
訴
求
力
は
大
き
く
損
な
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
楚
辭
の

本
旨
が
十
全
に
伝
わ
ら
な
い
事
態
を
招
来
す
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
楚
辭
に
と
っ
て
「
ウ
タ
」
と
は
単
な
る
表
現
手
段
で
は
な
く
、

む
し
ろ
楚
辭
の
本
質
を
担
う
一
要
素
と
見
做
せ
よ
う
。

お
わ
り
に　
結
論
と
今
後
の
展
望

　

以
上
、
楚
辭
の
「
歌
」
と
「
誦
」
に
つ
い
て
、
甚
だ
雑
駁
で
は
あ

る
が
論
究
し
た
。

　

楚
辭
の
「
ウ
タ
」
は
、
本
来
的
に
は
「
歌
」
と
称
さ
れ
た
。
そ
の

最
も
古
い
型
は
、「
九
歌
」
の
よ
う
な
古
代
祭
祀
に
お
け
る
、
巫
が

神
に
対
し
願
い
を
聞
き
届
け
さ
せ
る
た
め
の
歌
と
思
わ
れ
る
。
屈
原

の
頃
に
な
る
と
、
そ
れ
が
臣
下
と
君
主
の
関
係
性
に
応
用
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
屈
原
と
懐
王
の
関
係
で
あ
る
。「
離
騒
」
に
引
用
さ
れ

る
賢
人
た
ち
も
「
歌
」
に
よ
り
登
用
さ
れ
た
故
事
が
引
用
さ
れ
る
。

人
か
ら
神
に
向
か
う
場
合
と
同
様
に
、「
歌
」
に
よ
っ
て
君
主
に
聞

き
届
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
向
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
漁

父
」
の
頃
に
な
る
と
、
両
者
の
関
係
性
に
顛
倒
が
生
じ
た
。
神
や
君

主
の
側
に
あ
る
者
が
、
立
場
が
下
の
者
に
対
し
て
説
得
す
る
た
め
に

歌
う
と
い
う
事
象
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
楚
辭
の
「
歌
」
は
、

斯
様
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
漢
書
』
藝
文
志
の
頃
に
な
る
と
、
こ
の
類
の
目
的
を
持
つ
作
の

表
現
法
と
し
て
「
誦
」
が
呈
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
実
際
に
楚
辭

が
「
誦
」
さ
れ
た
と
い
う
理
由
も
あ
ろ
う
が
、「
賦
」
が
詩
賦
の
基

本
理
念
と
し
て
置
か
れ
た
影
響
も
ま
た
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
楚
辭
と

そ
の
流
れ
を
汲
む
辞
賦
と
に
通
底
す
る
発
想
「
風
」
に
基
づ
い
て
楚

辭
を
「
賦
」
と
し
、「
賦
」
は
「
誦
」
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
と
推
測

さ
れ
る
。「
惜
誦
」
の
「
誦
」
に
も
、
先
の
「
歌
」
と
同
様
に
諫
言

の
要
素
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
全
く
の
根
拠
無
く
し
て

楚
辭
を
「
誦
」
す
べ
き
と
し
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

楚
辭
に
見
え
る「
ウ
タ
」の
一
要
素
と
し
て
、他
に「
亂
」や「
小
歌
」

等（
（2
（

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
作
中
に
お
い
て
内
容
的
・
音
楽
的
変
化
を

意
図
し
て
設
置
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
折
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第
六
十
四
輯�

四
二

口
信
夫
以
下
本
邦
民
俗
学
の
成
果
も
大
い
に
参
考
と
な
ろ
う
。
当
初

は
こ
の
論
点
か
ら
の
考
察
も
試
み
た
が
、
未
だ
熟
さ
ず
言
及
に
至
ら

な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
今
回
の
考
察
は
、
対
象

概
念
を
含
む
句
を
断
片
的
に
看
た
に
過
ぎ
な
い
。
た
と
え
直
接「
歌
」

や
「
誦
」
な
ど
と
は
言
わ
ず
と
も
、
見
る
べ
き
箇
所
は
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
れ
は
全
体
を
通
読
し
な
い
と
見
え
て
こ
な
い
た
め
、
よ
り

広
範
か
つ
綿
密
な
考
察
を
進
め
た
い
。

注（
１
）�　

該
書
は
、
四
部
叢
刊
本
明
翻
宋
本
『
楚
辭
補
註
』
を
底
本
と
し
、
主
要

な
版
本
と
照
合
し
、
校
記
と
し
て
明
示
し
て
あ
る
。
複
数
の
注
釈
を
参
照

す
る
都
合
上
、
該
書
本
文
を
引
用
す
る
の
が
穏
当
と
判
断
し
た
。

（
２
）　

原
文
及
び
書
き
下
し
文
傍
線
部
は
筆
者
附
。
以
下
同
じ
。

（
３
）�　
『
折
口
信
夫
事
典　

増
補
版
』
西
村
亨
編　

大
修
館
書
店　

一
九
九
八
年�

四
〇
四
頁
上
段
の
引
用
。

（
４
）　
『
増
補　

巫
系
文
學
論
』
大
學
書
房　

一
九
六
九
年

（
５
）　

開
洋
紙
店
印
刷
所　

一
九
六
三
年

（
６
）�　

楚
辭
に
関
し
て
は
、
第
三
章
「
楚
辭
の
説
得
様
式
」
に
詳
述
さ
れ
る
。

楚
辭
の
朗
誦
文
学
と
し
て
の
特
性
を
作
品
ご
と
に
論
じ
ら
れ
る
。
第
一
節

「
離
騒
」
で
は
、
楚
辭
が
『
詩
（
經
）』
の
詩
と
同
様
の
経
過
を
辿
っ
た
と

す
る
。
そ
の
経
過
は
、「
一
世
紀
半
も
た
っ
て
漢
代
に
入
る
と
、
こ
の
「
九

歌
」
は
恐
ら
く
朗
誦
文
学
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
変
化

は
詩
経
の
詩
に
つ
い
て
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
要
す
る
に
『
詩
経
』

の
詩
は
楽
曲
を
も
っ
た
歌
か
ら
、
誦
へ
と
変
化
し
た
。
そ
し
て
す
っ
か
り

古
典
化
し
て
学
問
の
具
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
か
ら
推
し
て
「
九
歌
」

に
お
よ
ぼ
す
と
、
こ
れ
も
歌
か
ら
朗
誦
へ
と
な
っ
た
と
て
至
極
当
然
の
成

り
行
き
で
あ
ろ
う
。（
二
百
四
頁
九
行
―
十
三
行
撮
要
）」
と
い
わ
れ
る
。

氏
の
論
は
、
非
常
に
論
理
的
で
あ
り
、「
う
た
」
か
ら
「
賦
」
へ
向
か
う
筋

道
が
明
瞭
に
示
さ
れ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
斯
様
な
合
理
的
判
断
は
後
世

の
近
代
的
論
理
に
支
え
ら
れ
た
思
惟
と
考
え
る
。
特
に
楚
辭
に
お
い
て
は
、

藤
野
氏
が
体
系
化
し
た
よ
う
な
宗
教
（
巫
に
よ
る
特
殊
な
言
語
体
系
）
的

要
素
の
影
響
を
無
視
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
７
）�　

以
下
『
楚
辭
章
句
』・『
楚
辭
補
注
』
は
、
全
て
『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭
要

籍
叢
刊　

黃
靈
庚
點
校　

上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
一
五
年
）
よ
り
引
用

し
た
。

（
８
）�　

以
下
『
楚
辭
集
注
』
は
、
全
て
『
楚
辭
集
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊　

黃
靈

庚
點
校　

上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
一
五
年
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
９
）�　

以
下
『
山
帶
閣
註
楚
辭
』
は
、
全
て
『
山
帶
閣
註
楚
辭
』（
景
印
文
淵
閣

四
庫
全
書
本
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
10
）�　

以
下
『
屈
原
賦
注
』
は
、
全
て
『
屈
原
賦
注
』（
褚
斌
傑
・
呉
賢
哲
點
校�

中
華
書
局　

一
九
八
九
年
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
11
）�　

た
だ
し
「
九
歌
」
の
神
々
の
大
部
分
は
北
方
・
東
方
中
心
で
あ
る
た
め
、
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南
方
放
流
中
の
作
と
は
思
わ
れ
な
い
。
屈
原
が
若
年
の
頃
旧
曲
に
よ
っ
て

作
詞
し
た
作
で
、
特
に
忠
君
愛
国
の
寓
意
は
な
い
と
思
わ
れ
る
（『
楚
辞
集

注
全
注
釈　

二　

九
歌
』吹
野
安　

明
徳
出
版
社　

二
〇
〇
五
年　

七
頁
）。

（
12
）�　

本
文
書
下
し
は
、
便
宜
上
『
楚
辭
集
注
』（
以
下
『
集
注
』）
の
解
釈
に

基
づ
い
た
。
た
だ
し
、
一
部
論
旨
に
沿
っ
て
諸
注
を
参
照
し
改
め
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。

（
13
）�　

前
出
中
島
氏
論
文
参
照
。「
九
歌
」
は
短
編
の
連
作
で
あ
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
羅
列
の
視
点
で
は
捉
え
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、「
離
騒
」「
天
問
」

等
と
同
様
に
多
様
な
言
い
換
え
表
現
を
孕
ん
で
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

（
14
）�　

た
だ
し
藤
野
岩
友
氏
に
よ
る
「
蛍
歌
型
」
に
則
れ
ば
、
魂
を
呼
び
戻
す

た
め
の
「
甘
言
」
の
要
素
が
独
自
に
含
ま
れ
る
（
前
掲
注
（
４
）
書
）。

（
15
）�　

洪
興
祖「
天
問
」注
は『
山
海
經
』「
大
荒
西
經
」を
引
き
、美
人
を
天
に
奉
っ

た
褒
美
と
し
て
賜
わ
っ
た
歌
と
す
る
。
厳
密
に
見
れ
ば
、王
注
の
単
に
「
禹

の
楽
」
と
し
た
説
と
異
な
る
。
ま
た
「
遠
遊
」
の
「
歌
」
は
、孔
子
が
「
三

月
肉
の
味
を
知
ら
ず
」
を
評
し
た
「
韶
」
も
併
せ
て
敷
陳
さ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、こ
こ
で
の
「
九
歌
」
に
近
い
「
歌
」
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

王
逸
も
、「
舜
の
樂
な
り
（
舜
樂
也
）」
と
す
る
。

（
16
）�　
（　

）
内
は
『
十
三
經
注
疏
』『
春
秋
左
傳
正
義
』
巻
十
九
上
「
文
公
七
年
」

（
藝
文
印
書
館
本
）
に
従
い
補
っ
た
。

（
17
）�　
「
夏
書
曰
」
と
は
、『
尚
書
』
巻
三
「
大
禹
謨
」
の
「
九
歌
」
か
ら
の
引

用
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）�　

杜
預
注
に
、「
來
、猶
歸
也
。
樂
、音
洛
」
と
あ
る
の
で
、こ
こ
で
の
「
樂
」

は
「
た
の
し
む
」
と
し
て
解
し
た
。

（
19
）�　

朱
熹
は
こ
れ
ら
三
者
に
関
す
る
句
を
「
皆
巫
咸
語
、
補
注
以
爲
原
語
、

非
也
（
皆
巫
咸
の
語
に
し
て
、
補
注
以
て
原
の
語
と
爲
す
は
、
非
な
り
）」

と
す
る
。
こ
の
場
合
、「
離
騒
」
本
文
の
「
告
余
以
吉
故
（
余
に
告
ぐ
る
に

吉
故
を
以
て
す
）」の
具
体
例
と
な
る
。
反
対
に
屈
原
の
語
と
す
る
な
ら
ば
、

「
及
年
歲
之
未
晏
兮
、
時
亦
猶
其
未
央
（
年
歲
の
未
だ
晏
か
ら
ず
、
時
も
亦

た
猶
ほ
其
れ
未
だ
央
き
ざ
る
に
及
ば
ん
）」
の
補
強
の
意
と
見
ら
れ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
屈
原
の
媒
酌
人
無
く
し
て
賢
君
に
遭
っ
た
三
人
に
続
き

た
い
（
続
か
せ
た
い
）
思
い
の
表
れ
と
取
れ
る
。

（
20
）�　
『
淮
南
鴻
烈
集
解　

上
』（
劉
文
典
撰　

中
華
書
局　

二
〇
一
六
年
）
に
、

「
𡩋
越
欲
干
齊
桓
公
、
困
窮
無
以
自
達
、
於
是
爲
商
旅
、
將
任
車
。
以
商
於

齊
、
暮
宿
於
郭
門
之
外
。
桓
公
郊
迎
客
、
夜
開
門
、
辟
任
車
。
爝
火
甚
盛
、

從
者
甚
衆
。
𡩋
越
飯
牛
車
下
、
望
見
桓
公
而
悲
、
擊
牛
角
而
疾
商
歌
。
桓

公
聞
之
、
撫
其
僕
之
手
曰
、
異
哉
、
歌
者
非
常
人
也
。
命
後
車
載
之
。（
𡩋

越 

齊
の
桓
公
を
干
め
ん
と
欲
し
、
困
窮
し
て
以
て
自
ら
達
す
る
無
く
、
是

に
於
て
商
旅
と
爲
り
、
將
に
車
に
任
せ
ん
と
す
。
以
て
齊
に
商
し
、
暮
に

郭
門
の
外
に
宿
す
。
桓
公
郊
に
客
を
迎
へ
、
夜
門
を
開
き
、
辟
き
て
車
に

任
す
。
爝
火
甚
だ
盛
ん
に
し
て
、
從
者
甚
だ
衆
し
。
𡩋
越
車
下
に
飯
牛
し
、

桓
公
に
見
ゆ
る
こ
と
を
望
ん
で
悲
し
み
、
牛
角
を
擊
ち
て
疾
か
に
商
歌
す
。

桓
公
之
を
聞
き
、
其
の
僕
の
手
を
撫
し
て
曰
は
く
、
異
な
る
か
な
、
歌
ふ
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
輯�

四
四

者
常
に
非
ざ
る
の
人
な
り
、と
。
命
じ
て
後
車
も
て
之
を
載
す
。）」と
あ
る
。

（
21
）�　
『
呂
氏
春
秋
集
釋
』（
許
維
遹
撰　

中
華
書
局　

二
〇
〇
九
年
）
に
、『
淮

南
子
』
と
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
。
な
お
高
誘
注
に
、「
歌
、
碩
鼠
也
（
歌
は
、

碩
鼠
也
）」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、
甯
戚
が
歌
っ
た
の
は
『
詩
經
』「
碩
鼠
」

と
な
る
。

（
22
）�　

歌
の
内
容
は
、楚
辭
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。た
だ
し
、洪
注
は「
飯
牛
歌
」

を
引
く
。こ
れ
は『
三
齊
記
』な
る
書
物
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
る
。今
日
で
は
、

辛
う
じ
て
『
古
詩
源
』『
太
平
御
覽
』
等
で
見
ら
れ
る
。
し
か
し
各
書
に
は

異
同
も
多
く
、
甯
戚
の
作
と
い
う
よ
り
は
後
人
の
仮
託
と
見
る
ほ
う
が
妥

当
と
思
わ
れ
る
。

（
23
）�　

藤
野
岩
友
氏
な
ど
は
、
汨
羅
地
方
に
伝
わ
る
民
間
信
仰
を
基
に
神
仙
と

見
る
こ
と
も
出
来
る
と
す
る
。

（
24
）�　

以
上
か
ら
、
漁
父
に
は
こ
れ
ま
で
言
及
し
た
篇
に
く
ら
べ
後
代
の
発
想

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、「
歌
」
の
対
象
が
設
定

さ
れ
る
点
や
、
そ
の
「
歌
」
に
よ
っ
て
自
ら
の
意
志
を
聞
き
届
け
さ
せ
よ

う
と
す
る
と
い
う
本
旨
は
他
篇
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
と
高
い
完

成
度
を
持
つ
た
め
に
、
楚
辭
の
一
部
と
見
做
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
最
近
の
「
漁
父
」
に
関
す
る
論
考
に
は
、「
孤
立
す
る
魂  

楚
辭
「
卜

居
」
と
「
漁
父
」
の
屈
原
像
」（
淺
野
裕
一　

日
本
中
国
学
会
報
六
十
七　

二
〇
一
五
年
三
月
）
等
が
あ
る
。

（
25
）�　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
取
上
げ
た
句
に
は
、
す
べ
て
一
定
の
間
隔
で
刻

ま
れ
る
拍
子
（
リ
ズ
ム
）
が
歌
い
込
ま
れ
て
い
る
。「
築
を
操
る
」「
刀
を

鼓
す
」「
謳
歌
す
」（『
淮
南
子
』
を
引
け
ば
、「
牛
角
を
擊
つ
」）
は
、
労
働

の
リ
ズ
ム
で
あ
ろ
う
。
漁
父
も
「
枻
を
鼓
」
し
て
拍
子
を
取
る
。「
九
歌
」

で
も
「
節
を
疏
緩
に
し
て
」
と
あ
る
。
音
楽
的
要
素
の
付
加
と
言
っ
て
し

ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
類
似
性
が
あ
る
と
何
ら
か
の
含

意
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。「
九
歌
」「
招
魂
」
を
除
く
「
歌
」
は
、

い
わ
ゆ
る
「
徒
歌
」
で
あ
り
、
声
調
と
「
節
」（
リ
ズ
ム
）
を
重
要
視
し
た

の
で
は
な
い
か
。
伴
奏
が
無
く
と
も
拍
子
を
取
れ
ば
、「
歌
」と
し
て
良
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

（
26
）�　
「
歌
と
誦
と
は
そ
の
前
後
を
い
は
ば
、
蓋
し
歌
を
先
と
な
す
な
ら
ん
。
歌

の
次
に
は
誦
と
い
ふ
こ
と
生
ず
。
誦
は
朗
讀
な
り
、
古
人
或
は
之
を
賦
誦

と
い
ふ
」（
第
一
篇　

賦
原
及
び
賦
史
の
時
期
區
分　
（『
賦
史
大
要
』
冨
山

房　

一
九
三
六
年　

三
頁
）

（
27
）　

商
務
印
書
館　

一
九
六
八
年

（
28
）　

上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
六
年
十
二
月

（
29
）�　

他
に
、「
陳
詞
」
や
「
天
問
」
の
「
曰
、」
等
が
あ
る
。
夏
の
「
九
歌
」

の
よ
う
な
音
楽
の
形
式
と
し
て
は
、「
頌
」
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、『
楚

辭
後
語
』
に
も
録
さ
れ
る
賈
誼
「
服
賦
」
に
、「
亂
」
と
同
質
の
形
式
と
さ

れ
る
「
誶
」
が
あ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕　

楚
辭　

歌　

誦　

九
歌　

不
歌
而
誦
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